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連携研究センター「フラテ」は、長期的展
望に基づいて堅実な知を追求する基盤的研
究と、目標と期間を設定して先端的・革新的
な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図
ることを目的として、平成18年4月1日に設
置されました。センターの各分野は、医学
研究院の専任教員からなる基盤教室と戦略
的研究を行う時限付の連携教室から構成さ
れ、基盤教室と連携教室が協力して学際的・
学融合的研究を行っています。
本センターは、「分子・細胞イメージング

部門」、「再生医学・組織工学部門」、「脳科学
部門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」の
４部門で発足しましたが、その後、「医学物
理学部門」、「光バイオイメージング部門」、
「レギュラトリーサイエンス部門」、「陽子線
治療研究部門」が増設され、8部門となりま
した。その後、平成27年度をもって、所定
の目的を達成した「医学物理学部門」、「人獣
共通感染症診断・治療部門」、平成18年度を
もって「脳科学分部門」「レギュラトリーサ
イエンス部門」をもって廃止されました。

平成29年度に医学研究科が医学研究院へ
改組されたことに伴い、「部門」が「分野」
となり、新たに「人対象医学研究推進分野」
が新設され、5分野で活動となりましたが、
令和元年度をもって、所定の目的を達成し
た「分子・細胞イメージング分野」が廃止と
なりましたが、令和2年度より、「分子・細胞
機能イメージング分野」と「療養・就労両立
医学分野」が新たに新設され現在2分野で活
動しております。
センターでは、｢医学研究院医理工学グ

ローバルセンター（GI-CoRE協力拠点）｣の大
型研究プロジェクトに対して研究支援を
行っているほか、多分野にわたる研究チー
ムが協力して学際的研究を推進することに
より、医学・生命科学と理工学の融合領域に
おいて世界をリードする多くの成果が得ら
れています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高

水準の先端的融合研究拠点として、さらな
る発展を遂げるよう努力してまいる所存で
すので、関係各位には今後とも本センター
の活動にご理解とご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

連携研究センター「フラテ」
令和2年度概要／令和元年度業績集の発刊にあたって
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再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 特任准教授／角家　健
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／小野寺　康仁
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 特任助教／半田　悠

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室
 教　　授／清水　伸一
 准 教 授／橋本　孝之
 特任准教授／小橋　啓司
 助　　教／西岡　健太郎

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹
 講　　師／南　　璡旼

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学専攻
応用量子ビーム工学講座
 特任教授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子
 准 教 授／宮本　直樹

〔協力組織〕
遺伝子病制御研究所
がん制御学分野
 教　　授／園下　将大
 助　　教／大塩　貴子

〔協力組織〕
医理工学グローバルセンター
分子医理工学部門
生物医理工学セクション
 講　　師／ナムジンミン

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／平田　匠
 助　　教／趙　文静
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　授／佐藤　典宏
 教　授／荒戸　照世
 教　授／伊藤　陽一

分子・細胞機能イメージング分野
分野長　工藤　與亮

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤　與亮
 准 教 授／平田　健司
 助　　教／森田　亮

〔基盤教室〕
免疫・代謝内科学教室
 教　　授／渥美　達也
 講　　師／中村　昭伸
 講　　師／アメングアル・プリエゴ・マリア・オルガ
 助　　教／河野　通仁

〔連携教室〕
遺伝子病制御研究所
分子神経免疫学分野
 教　　授／村上　正晃
 准 教 授／北條　慎太郎
 助　　教／田中　勇希

療養・就労両立医学分野
分野長　青山　英史

〔基盤教室〕
放射線治療学教室
 教　授／青山　英史

〔基盤教室〕
産婦人科学教室
 教　授／渡利　英道

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　授／玉腰　暁子

〔基盤教室〕
血液内科学教室
 教　授／豊嶋　崇徳

〔基盤教室〕
腎泌尿器外科学教室
 教　授／篠原　信雄

〔基盤教室〕
神経薬理学教室
 教　授／吉岡　充弘

〔基盤教室〕
腫瘍内科学教室
 教　授／秋田　弘俊

〔基盤教室〕
小児科学教室
 教　授／真部　淳

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　授／岩崎　倫政

〔協力組織〕
病院腫瘍センター
 教　授／青山英史（兼）

〔協力組織〕
病院乳腺外科
 教　授／山下　啓子

〔協力組織〕
病院リハビリテーション科
 教　授／生駒　一憲

〔基盤教室〕
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 教　授／本間　明宏

〔連携教室〕
療養・就労両立医学教室
 教　授／白𡈽博樹（兼）

令和2年度連携研究センター　構成員

Research Center for Cooperative Projects 2020
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令和2年度連携研究センター　構成員
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陽子線治療医学教室

〔協力組織〕
工学研究院
量子理工学部門
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工学分野

〔協力組織〕
医理工学
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分子医理工学部門
生物医理工学セクション
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がん制御学分野

〔基盤教室〕
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令和2年度連携研究センター　組織 令和2年度連携研究センター　分野概要

  ● 再生医学・組織工学分野

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を基盤
教室とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再生・再建医
療、再生医療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた組織
構成となっている。この分野の研究の重要性は本学や文部科学省から認
められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェクト「疑似生体組織ゲル
の創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運営費交付金特別経費プ
ロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライフイノベーション―高分
子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平成25年度～）の支援を受
け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および産
業技術総合研究所と密に連携して学際的な研究を行っている。平成28年
度からは、北大GI-CoREに『ソフトマターグローバルステーション （GSS） 』

が発足し、当部門の教員を含む海外・学内の先端的研究者による世界水
準の研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分子材料
科学領域と再生・再建医学領域を融合する拠点として、生体軟組織の機
能を有するソフト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生命現象
の本質の学理的な解明、および先端治療医学への展開のための革新的
治療医学研究を推進している。平成30年10月には、文科省が主導する世
界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）に北海道大学が『化学反応創
成研究拠点（ICReDD: Institute for Chemical Reaction Design and 
Discovery）』として採択され、当分野の田中伸哉教授や先端生命科学研
究院のグン剣萍教授らはPIとして参加してソフトマター研究をさらに強力
に推進、計算科学や情報科学とも融合して学際的な研究を展開中である。

  ● 陽子線治療研究分野

陽子線治療研究分野では、2020年4月から大学院医学研究院に設置
された医理工学グローバルセンター（GCB）の枠組みを活用し、スタン
フォード大学の放射線腫瘍学講座（Department of Radiation Oncology）
のグループの研究ユニットを誘致し、最先端研究開発支援プログラム

（FIRST）の成果である病院陽子線治療センターを活かした国際的な研究
と教育を推進する。

実際には、がん治療における放射線増感剤、低酸素細胞などの研究、

血中の微量DNA測定でがんの再発を早期に発見させる研究、定位放射
線治療や動体追跡陽子線治療の臨床研究、医学物理研究、放射線生物学
研究などを進める。また、北海道大学教員として着任したスタンフォード大
学の若手研究者達が医学研究院GCBに常駐し、陽子線治療センター等に
て本学連携研究センター教員と一体となって研究を進める。さらに陽子線
治療医学分野教員は、GCBの実験室にて放射線生物学の研究と大学院医
理工学院の教育を進める。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病からの回
復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学系研究を
推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を有する公衆衛
生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学統計学教室を基盤
教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラトリーサイエンス研究を

行う病院臨床研究開発センターを協力組織とし、観察研究と介入研究の
両面を推進することにより、健康に関する様々な事象の頻度及び分布並
びにそれらに影響を与える要因を把握するとともに、大学発のシーズの
実用化に繋げるための臨床研究を推進し、新しい医療の発展に貢献する
ことを目的としている。

  ● 分子・細胞機能イメージング分野

分子・細胞機能イメージング分野は、分子・細胞レベルの機能イメージ
ング技術を用いて分子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や
疾患病態を解明することを目指している。MRIやPETを用いた分子イメー
ジングでは安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、
分子の局在や機能を画像化する。マクロトームで作成した大型切片の超

解像共焦点顕微鏡による解析では、遺伝子変異、外部刺激に応じた細胞
内の機能的な微小構造の変化を検出する。様々な生体内分子をミクロレ
ベルで解析し、分子生物学的な解析技術も組み合わせることで、新たな
生体機能の発見や疾患病態の解明を行い、基礎医学から臨床医学に貢
献することを目的としている。

  ● 療養・就労両立医学研究分野

がんの治癒率が高まり70歳定年が叫ばれる今、がん治療と仕事等との
両立は、すべての国民ひいてはわが国の発展にとって重要性が増してい
る。産業医や両立支援コーディネーターの講習会などの頻度は増えてい
るが、肝心の医療機関やがん治療医側の対応が不十分であることが課題
となっている。がんを発症した場合に、仕事を継続してよいのか、休止す
べきなのか、いつ復職してよいのか、個人情報をどう扱うかなどの指針が
必要である。

同課題を解決するためには、①がん治療の優劣を判断する指標として

従来の生存率・安全性・生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学
的に比較すること、②療養と就労の両立に関して、臨床医学・がん生物
学・薬理学・放射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要である
ことを、短期間内で精査し、骨太の指針を打ち出すために、医学研究院連
携研究センターに「療養・就労両立医学分野」を設立した。同分野内で、

「療養・就労両立医学教室」が総務を担当し、厚生労働省科研費等での成
果を得ることを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しながら、
がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避など
の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズムを
明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用いた生体内

での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定遺伝子の発
現状況のリアルタイム検出に関する研究、他バイオイメージング技術によ
る生体内の病的状態の画像研究も行なっている。
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け、これまで通り、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および産
業技術総合研究所と密に連携して学際的な研究を行っている。平成28年
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準の研究拠点が形成された。北海道大学が世界をリードする高分子材料
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に推進、計算科学や情報科学とも融合して学際的な研究を展開中である。

  ● 陽子線治療研究分野
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内の機能的な微小構造の変化を検出する。様々な生体内分子をミクロレ
ベルで解析し、分子生物学的な解析技術も組み合わせることで、新たな
生体機能の発見や疾患病態の解明を行い、基礎医学から臨床医学に貢
献することを目的としている。

  ● 療養・就労両立医学研究分野

がんの治癒率が高まり70歳定年が叫ばれる今、がん治療と仕事等との
両立は、すべての国民ひいてはわが国の発展にとって重要性が増してい
る。産業医や両立支援コーディネーターの講習会などの頻度は増えてい
るが、肝心の医療機関やがん治療医側の対応が不十分であることが課題
となっている。がんを発症した場合に、仕事を継続してよいのか、休止す
べきなのか、いつ復職してよいのか、個人情報をどう扱うかなどの指針が
必要である。

同課題を解決するためには、①がん治療の優劣を判断する指標として

従来の生存率・安全性・生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学
的に比較すること、②療養と就労の両立に関して、臨床医学・がん生物
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「療養・就労両立医学教室」が総務を担当し、厚生労働省科研費等での成
果を得ることを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術等を駆使しながら、
がん細胞などの運動性・浸潤性や代謝変化、治療抵抗性や免疫逃避など
の様々な特性とそれらの相互関係について解析し、背景のメカニズムを
明らかにすることを目指している。さらに、光イメージングを用いた生体内

での癌細胞の増殖や転移の解析、臓器や組織における特定遺伝子の発
現状況のリアルタイム検出に関する研究、他バイオイメージング技術によ
る生体内の病的状態の画像研究も行なっている。
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令和2年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
基盤教室　整形外科学教室

再生医学・組織工学分野は、腫瘍病理学教室、整形外科学教室を

基盤教室とし、合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための

新しい総合治療戦略の実現に向けた研究を行っている。当分野では、

１）生体軟組織が有する優れた生化学機能と力学機能を併せ持つ新

しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを擬似

生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解明、お

よび３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることに

よる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行っており、世界

をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および

産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに

種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）に

は軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能があ

ることを報告してきた。現在、DNゲルの改良および次世代多機能性ゲ

ルの開発を並行して行っており、その手法の一つとして、分子ステント

法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸など

の生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規DNゲルに

はin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認している。さらにDN

ゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイトナノ粒子を

DNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を

併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これまでゲルの高い

含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持することが困難であり、

ゲル材料の実用化において大きな課題となっていたが、関節内埋植

実験での詳細な観察により、ゲルの内部にまで骨組織形成が進展し、

ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成することを明らかとした。

これらの成果はInternational Union of Materials Research Societies 

- International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、Orthopaedic 

Research Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際的に高く評価

されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内で

の骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の医学への応用に

大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を

図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発等を行っ

ている。

腫瘍病理学教室では、上記の結果に基づき、HAp-DNゲルによる骨

組織形成過程について詳細な検討を行っている。HAp/DNゲル上に

兎骨髄由来の間葉系幹細胞を播種後1～2週間で8種類の骨分化

マーカーの発現が有意に上昇、ALP活性も促進していることが明らか

となった。兎膝関節内への埋植実験では、HAp/DNゲルに隣接して骨

分化を示すRunx2やOCN陽性細胞が検出された（J Biomed Mater Res 

A, in submitting）。一方、軟骨分化についても、細胞培養を必要としな

い軟骨再生医療を可能とする次世代型の生体材料を開発するため

に、その詳細な分子メカニズムの解明が必要である。我々は、DNゲル

の1st network成分であるPAMPSゲルは、潜在的に軟骨分化誘導能

を有するATDC5細胞の分泌蛋白質を吸着保持するreserver機能を有

すること、これが軟骨分化を促進していることを明らかにした。PAMPS

ゲルに吸着した27種類の膜局在蛋白質のうち、Thrombospondin 

（THBS）はATDC5細胞の軟骨分化を促進し、THBSのknock-downは

軟骨分化を抑制した（J Biomed Mater Res A, 2020, in press）。さらに、

ATDC5細胞は接着分子integrin α4β1を介してPAMPSゲルに接着

し、ERK/BMP4経路を介して軟骨分化を誘導することも明らかになっ

た（Biochem Biophys Res Commun, 2020, 528, 120-126）。

一方、当教室では高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細胞標

的・次世代型癌個別化医療の開発に向けても研究を継続・発展させ

ている。これまで、先端生命科学研究院のグン博士らが開発したDNゲ

ル上にがん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導

され ることを 見 出して い る（ J P 2 0 1 7 - 0 2 8 8 3 3 :  

PCT/JP2018/005884: US16/487,247）。当該年度は、様々な癌種

において、新たな診断・予後予測マーカー、及び治療標的となり得る

マーカー分子を同定すべく、研究を展開している。DNゲル上培養肝

がん細胞株はsphereを形成し、癌幹細胞マーカーやABC transporter

遺伝子の発現が亢進、マイクロアレイ解析によりケモカインレセプ

ターであるCMKLR1の発現亢進が認められた。CMKLR1の機能的阻

害剤の添加により細胞死が誘導され、幹細胞マーカーの発現誘導が

抑制、さらにin vivoマウス移植実験では肝がん細胞の筋層への浸潤

を抑制し、腫瘍形成能が抑制された。CMKLR1は肝がんの新たな治

療標的分子となり得ることが期待される（paper in preparation）。

DNゲルは生体内癌組織の様々な環境を模倣することで、癌幹細胞

へのリプログラミング能を誘導すると示唆される。この能力と次世代

シークエンサーを用いたゲノム解析を組み合わせることにより、癌幹

細胞特異的な遺伝子発現パターンや遺伝子変異が同定され、さらに

ドラッグスクリーニングにより癌幹細胞に有効な治療薬の選定が可能

になると期待される。最終的に、様々な癌の根治へ向けて、高分子ハ

イドロゲルを基盤としたプレシジョンメディシンを確立することを目指

す。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重篤

な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有効

性・安全性試験を施行中であり、本格的な臨床応用の新たなステージ

に突入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な

橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間板および半月板再生に関

する研究を行っており、椎間板再生では既に臨床試験を展開してお

り、また半月板分野では前臨床試験を開始している。これらの研究成

果を基盤として、新規医療材料の臨床応用を実現するとともに新たな

臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
協力組織　医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理工学セクション
協力組織　遺伝子病制御研究所 がん制御学分野

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々な悪性腫瘍において低分

子量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進

する分子装置であることを明らかにしてきた（下図）。乳癌において

は、機能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の

亢進がARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤耐性に関与

することを見出してきた。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン

酸 （LPA）とそのG蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6

経路の活性化ひいては悪性度進展に寄与することを報告している。

また、これらに共通する下流因子として上皮－間充織形質転換

（Epithelial-mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導される

EPB41L5が関与することをすでに示している。上流のメカニズムと

しては、それぞれ、RAB11bとその脂質修飾が重要であることを明ら

かにした。メバロン酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾および

ARF6経路の活性化については、当該代謝経路の阻害剤である種々

のスタチンによりゲラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制するこ

とで阻害が可能であり、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を

著しく減弱できることを示している。

治療抵抗性の要因の一つに放射線抵抗性があげられる。当研究

室では，ARF6経路がインテグリンの制御を介して細胞内ミトコンド

リア動態を制御し、ミトコンドリアの集積と放射線照射により誘発さ

れるカタストロフィーを回避していることを明らかにした。さらに、こ

のメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことにより、活性

酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確認しており、

臨床への応用可能性を示した。

癌細胞による免疫回避能力の獲得は、癌細胞の増殖や転移能形

成に有利に働く。 PD-1（Programmed Cell Death-1）のリガンドで

あるPD－L1の刺激依存的リサイクリングにARF6経路が深く関与す

ることを報告しており、免疫チェックポイント阻害薬の著効率が限定

的である原因の一端を明らかにした。

近年は、心不全に代表される心筋細胞の機能低下に関する基礎

研究を九州大学と共同で行っている。

今後、医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理

工学セクションや遺伝子病制御研究所がん制御学分野とも連携し、

光イメージング技術を駆使しながら、がん細胞の悪性化や治療抵抗

性に関わる分子基盤、また心不全などの他疾患における基礎的知

見を明らかにしていく予定である。
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令和2年度教室別研究概要
再生医学・組織工学分野
基盤教室　腫瘍病理学教室
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しいソフト＆ウェットマテリアル（高分子ゲル）の創出、２）これを擬似

生体軟組織として駆使した諸々の生命現象の本質の学理的解明、お

よび３）それらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることに

よる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発を行っており、世界

をリードする成果を着実に上げつつある。

当分野では、北大先端生命科学研究院、北大創成研究機構および

産業技術総合研究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに

種々の多機能ゲルを開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）に

は軟骨表面置換材料としてだけでなく、生体内軟骨再生誘導能があ

ることを報告してきた。現在、DNゲルの改良および次世代多機能性ゲ

ルの開発を並行して行っており、その手法の一つとして、分子ステント

法を用いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸など

の生体高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規DNゲルに

はin vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認している。さらにDN

ゲルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイトナノ粒子を

DNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を

併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これまでゲルの高い

含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持することが困難であり、

ゲル材料の実用化において大きな課題となっていたが、関節内埋植

実験での詳細な観察により、ゲルの内部にまで骨組織形成が進展し、

ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成することを明らかとした。

これらの成果はInternational Union of Materials Research Societies 

- International Conference in Asia （IUMRS-ICA）、Orthopaedic 

Research Societyそれぞれの学会で受賞するなど国際的に高く評価

されている。DNゲルの優れた力学物性・軟骨再生能に加え、生体内で

の骨との強固な接着の実現はこの新しい生体材料の医学への応用に

大きな期待ができ、これらの成果を速やかに先端治療医学へ展開を

図ることによる革新的な組織再生治療法や代替組織の開発等を行っ

ている。

腫瘍病理学教室では、上記の結果に基づき、HAp-DNゲルによる骨

組織形成過程について詳細な検討を行っている。HAp/DNゲル上に

兎骨髄由来の間葉系幹細胞を播種後1～2週間で8種類の骨分化

マーカーの発現が有意に上昇、ALP活性も促進していることが明らか

となった。兎膝関節内への埋植実験では、HAp/DNゲルに隣接して骨

分化を示すRunx2やOCN陽性細胞が検出された（J Biomed Mater Res 

A, in submitting）。一方、軟骨分化についても、細胞培養を必要としな

い軟骨再生医療を可能とする次世代型の生体材料を開発するため

に、その詳細な分子メカニズムの解明が必要である。我々は、DNゲル

の1st network成分であるPAMPSゲルは、潜在的に軟骨分化誘導能

を有するATDC5細胞の分泌蛋白質を吸着保持するreserver機能を有

すること、これが軟骨分化を促進していることを明らかにした。PAMPS

ゲルに吸着した27種類の膜局在蛋白質のうち、Thrombospondin 

（THBS）はATDC5細胞の軟骨分化を促進し、THBSのknock-downは

軟骨分化を抑制した（J Biomed Mater Res A, 2020, in press）。さらに、

ATDC5細胞は接着分子integrin α4β1を介してPAMPSゲルに接着

し、ERK/BMP4経路を介して軟骨分化を誘導することも明らかになっ

た（Biochem Biophys Res Commun, 2020, 528, 120-126）。

一方、当教室では高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細胞標

的・次世代型癌個別化医療の開発に向けても研究を継続・発展させ

ている。これまで、先端生命科学研究院のグン博士らが開発したDNゲ

ル上にがん細胞を播種すると、短時間で効率的にがん幹細胞が誘導

され ることを 見 出して い る（ J P 2 0 1 7 - 0 2 8 8 3 3 :  

PCT/JP2018/005884: US16/487,247）。当該年度は、様々な癌種

において、新たな診断・予後予測マーカー、及び治療標的となり得る

マーカー分子を同定すべく、研究を展開している。DNゲル上培養肝

がん細胞株はsphereを形成し、癌幹細胞マーカーやABC transporter

遺伝子の発現が亢進、マイクロアレイ解析によりケモカインレセプ

ターであるCMKLR1の発現亢進が認められた。CMKLR1の機能的阻

害剤の添加により細胞死が誘導され、幹細胞マーカーの発現誘導が

抑制、さらにin vivoマウス移植実験では肝がん細胞の筋層への浸潤

を抑制し、腫瘍形成能が抑制された。CMKLR1は肝がんの新たな治

療標的分子となり得ることが期待される（paper in preparation）。

DNゲルは生体内癌組織の様々な環境を模倣することで、癌幹細胞

へのリプログラミング能を誘導すると示唆される。この能力と次世代

シークエンサーを用いたゲノム解析を組み合わせることにより、癌幹

細胞特異的な遺伝子発現パターンや遺伝子変異が同定され、さらに

ドラッグスクリーニングにより癌幹細胞に有効な治療薬の選定が可能

になると期待される。最終的に、様々な癌の根治へ向けて、高分子ハ

イドロゲルを基盤としたプレシジョンメディシンを確立することを目指

す。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療に関する臨床パイロット治験が既に終了しており、重篤

な合併症を来すことなく良好な短期臨床成績を得ている。現在、有効

性・安全性試験を施行中であり、本格的な臨床応用の新たなステージ

に突入している。現在では、本マテリアルの適応拡大を目指し、様々な

橋渡し研究を行っている。具体的には、椎間板および半月板再生に関

する研究を行っており、椎間板再生では既に臨床試験を展開してお

り、また半月板分野では前臨床試験を開始している。これらの研究成

果を基盤として、新規医療材料の臨床応用を実現するとともに新たな

臨床適応の獲得を目指している。

光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
協力組織　医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理工学セクション
協力組織　遺伝子病制御研究所 がん制御学分野

本研究分野では、乳癌や腎癌等の様々な悪性腫瘍において低分

子量G蛋白質ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を促進

する分子装置であることを明らかにしてきた（下図）。乳癌において

は、機能獲得型変異p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の

亢進がARF6経路の活性化に関与し、浸潤・転移、薬剤耐性に関与

することを見出してきた。腎明淡細胞癌では、リゾフォスファチジン

酸 （LPA）とそのG蛋白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）がARF6

経路の活性化ひいては悪性度進展に寄与することを報告している。

また、これらに共通する下流因子として上皮－間充織形質転換

（Epithelial-mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導される

EPB41L5が関与することをすでに示している。上流のメカニズムと

しては、それぞれ、RAB11bとその脂質修飾が重要であることを明ら

かにした。メバロン酸代謝経路を介するRAB11bの脂質修飾および

ARF6経路の活性化については、当該代謝経路の阻害剤である種々

のスタチンによりゲラニルゲラニルピロリン酸の産生を抑制するこ

とで阻害が可能であり、結果として浸潤・転移および薬剤抵抗性を

著しく減弱できることを示している。

治療抵抗性の要因の一つに放射線抵抗性があげられる。当研究

室では，ARF6経路がインテグリンの制御を介して細胞内ミトコンド

リア動態を制御し、ミトコンドリアの集積と放射線照射により誘発さ

れるカタストロフィーを回避していることを明らかにした。さらに、こ

のメカニズムを阻害してミトコンドリア集積を促すことにより、活性

酸素種の増大による放射線増感が可能であることを確認しており、

臨床への応用可能性を示した。

癌細胞による免疫回避能力の獲得は、癌細胞の増殖や転移能形

成に有利に働く。 PD-1（Programmed Cell Death-1）のリガンドで

あるPD－L1の刺激依存的リサイクリングにARF6経路が深く関与す

ることを報告しており、免疫チェックポイント阻害薬の著効率が限定

的である原因の一端を明らかにした。

近年は、心不全に代表される心筋細胞の機能低下に関する基礎

研究を九州大学と共同で行っている。

今後、医理工学グローバルセンター分子医理工学部門生物医理

工学セクションや遺伝子病制御研究所がん制御学分野とも連携し、

光イメージング技術を駆使しながら、がん細胞の悪性化や治療抵抗

性に関わる分子基盤、また心不全などの他疾患における基礎的知

見を明らかにしていく予定である。
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陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線医理工学教室
連携教室　陽子線治療医学教室
協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野

協力組織　病院陽子線治療センター

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績を活かし、がん治療技術のイノベーション

を創出し、世界に還元することを目的とする。同分野では、

GI-CoRE 量子医理工学グローバルステーションにより米国スタン

フォード大学から誘致した研究ユニットの機能を継承し、2020年4

月から医学研究院に設置された医理工学グローバルセンターの研

究・教育活動を通して、国際共同研究の展開と大学院医理工学院

の教育を担う。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、

インパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の

90％を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球

で初めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名な Amato Giaccia教授、

医学物理学で高名な Lei Xing教授らの指導のもとに、本研究院で

強力な研究・教育を進める。さらに、医学研究院・歯学部・医理

工学院・北海道大学病院に所属するスタッフが共同で、英語によ

る放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、最先端研

究の活発なディスカッションを通して、北大内における学部学生・

大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、医理工学グローバルセンターの枠組みを活用し、北

海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携で研究

と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医学や医

学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部教育

への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に沿っ

た優れた研究と教育を推進していく。

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も

病気を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、

身体的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行って

いる。教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィー

ルド研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行わ

れるよう学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じてい

る。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問です。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にします。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心です。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健

康問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げています。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っています。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経ち

ますが、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予

測をなるべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりです。診断時

のみならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測す

ること、死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り

返し再発や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑

なアウトカムに対応するための方法論開発を行っています。（2）に

関して、臨床試験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人

体実験ですから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小

さなサンプルサイズで試験実施したい要求があります。最近では開

発する薬剤を複数の部位に対して効果を検討することや、バイオ

マーカーを用いて効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザイン

の下で開発が進んでいます。また、アカデミアを中心に希少疾患に

対し、何らかのエビデンスを創出するために、サンプルサイズが小

さく制限された下で、なるべく適切な意思決定を行うためのデザイ

ンが必要とされています。これら臨床試験デザインの方法論を開発

しています。他にも生物統計コンサルテーシヨンを通して、臨床家

と共同研究を数多く実施しています。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認

定され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッ

ションとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果た

している。また、文部科学省「橋渡し研究戦略的推進プログラム」

にも採択され、橋渡し研究の推進にも寄与している。本組織は、医

学統計学分野、評価科学分野と連携して、本学の研究者のシーズ

の実用化に向けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治

験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運

用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験

以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に

行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメント

の手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育

に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イ

ノベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエン

スの観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラト

リーサイエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータ

パッケージ、②希少疾病用医薬品の開発における薬効薬理の評価、

③再生医療等製品（含：遺伝子治療用製品）の承認に必要とされる

臨床データ、④核酸医薬品の非臨床安全性評価等について検討を

行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドラインの作

成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイドラ

インの作成にも携わっている。

また、本組織では、近年注目を集めているナショナルデータベー

スやウェアラブルデバイスから得られるデータなどのリアルワールド

データに着目し、リアルワールドデータの取得方法に関する情報学

的研究、研究デザイン、データ管理および解析方法に関する研究

を推進している。
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陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線医理工学教室
連携教室　陽子線治療医学教室
協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野

協力組織　病院陽子線治療センター

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績を活かし、がん治療技術のイノベーション

を創出し、世界に還元することを目的とする。同分野では、

GI-CoRE 量子医理工学グローバルステーションにより米国スタン

フォード大学から誘致した研究ユニットの機能を継承し、2020年4

月から医学研究院に設置された医理工学グローバルセンターの研

究・教育活動を通して、国際共同研究の展開と大学院医理工学院

の教育を担う。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低

酸素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。

動体追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コン

ピュータを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病

院と連携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、

インパクトの大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の

90％を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を西半球

で初めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医である

Quynh-Thu Le教授、放射線生物学で高名な Amato Giaccia教授、

医学物理学で高名な Lei Xing教授らの指導のもとに、本研究院で

強力な研究・教育を進める。さらに、医学研究院・歯学部・医理

工学院・北海道大学病院に所属するスタッフが共同で、英語によ

る放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、最先端研

究の活発なディスカッションを通して、北大内における学部学生・

大学院生の教育も積極的に行っている。

本分野は、医理工学グローバルセンターの枠組みを活用し、北

海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携で研究

と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医学や医

学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部教育

への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に沿っ

た優れた研究と教育を推進していく。

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も

病気を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、

身体的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行って

いる。教室では、疫学的手法を用いて主体的に人を対象としたフィー

ルド研究、コホート研究を実施するのみならず、研究が適切に行わ

れるよう学内外の研究者からの研究デザイン相談等にも応じてい

る。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学・生物統計学（Biostatisics）は、生物を対象としたデー

タのとり方、解析方法を考える学問です。実際に利用する上で必要

となる、解析結果がわかりやすく解釈できることを大切にします。当

教室では、特に医学分野への応用を念頭に置くことが中心です。教

室のポリシーとして、好奇心を大事にすることと、研究を通して健

康問題に挑戦する意識を大事にすることを掲げています。

生物統計学のなかでも、（1）予測モデル構築のための方法論開

発、（2）臨床試験デザインの開発を中心に研究を行っています。

（1）に関して、個別化医療がキーワードに挙げられてずいぶん経ち

ますが、従来の患者重症度判定だけではなく、個人ごとの予後予

測をなるべく精確に行いたい臨床的要求は増すばかりです。診断時

のみならず、患者経過を加味しながら将来の予後を動的に予測す

ること、死亡や再発といった単一のイベント発生のみならず、繰り

返し再発や、重篤なイベント発生前の途中のイベントのような複雑

なアウトカムに対応するための方法論開発を行っています。（2）に

関して、臨床試験は患者にとって治療選択の自由を奪うある種の人

体実験ですから、十分な意思決定・解釈を行えるだけのなるべく小

さなサンプルサイズで試験実施したい要求があります。最近では開

発する薬剤を複数の部位に対して効果を検討することや、バイオ

マーカーを用いて効果の高い集団を絞り込むような複雑なデザイン

の下で開発が進んでいます。また、アカデミアを中心に希少疾患に

対し、何らかのエビデンスを創出するために、サンプルサイズが小

さく制限された下で、なるべく適切な意思決定を行うためのデザイ

ンが必要とされています。これら臨床試験デザインの方法論を開発

しています。他にも生物統計コンサルテーシヨンを通して、臨床家

と共同研究を数多く実施しています。

協力組織：病院臨床研究開発センター

北海道大学病院は、医療法に基づく臨床研究中核病院として認

定され、新規医療技術の開発と国際水準の臨床研究の実施をミッ

ションとしているが、本組織は病院においてその中心的役割を果た

している。また、文部科学省「橋渡し研究戦略的推進プログラム」

にも採択され、橋渡し研究の推進にも寄与している。本組織は、医

学統計学分野、評価科学分野と連携して、本学の研究者のシーズ

の実用化に向けた取り組みを支援している。

本組織は研究支援として、再生医療製品等を含めた医師主導治

験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際の治験の運

用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。また、治験

以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援も積極的に

行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジメント

の手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教育

に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イ

ノベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエン

スの観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラト

リーサイエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータ

パッケージ、②希少疾病用医薬品の開発における薬効薬理の評価、

③再生医療等製品（含：遺伝子治療用製品）の承認に必要とされる

臨床データ、④核酸医薬品の非臨床安全性評価等について検討を

行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドラインの作

成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であり、種々のガイドラ

インの作成にも携わっている。

また、本組織では、近年注目を集めているナショナルデータベー

スやウェアラブルデバイスから得られるデータなどのリアルワールド

データに着目し、リアルワールドデータの取得方法に関する情報学

的研究、研究デザイン、データ管理および解析方法に関する研究

を推進している。
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分子・細胞機能イメージング分野
基盤教室　画像診断学教室
基盤教室　免疫・代謝内科学教室
連携教室　分子神経免疫学教室

本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分

子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明

することを目指して、令和２年度よりスタートした。

画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分

子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位

体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分

子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン

グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって

いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、

様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。glymphatic 

systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動き

であるが、水分子そのものを長期間・高分解能で追

跡する技術がなかったため、リンパ系としての実際

の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の

安定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子を

ラベルし、MRIではマクロレベルのイメージング、同

位体顕微鏡ではミクロレベルのイメージングを行

い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法

の確立を目指している。これらの手法を用いて正

常の水動態をまず理解し、次に細胞膜にある水分

子特異的なチャネルであるアクアポリンの機能を

明らかにし、さらにはアルツハイマー型認知症や筋

萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、多発性硬

化症などの発症と、glymphatic systemの関係の

詳細を明らかとする。将来的には水分子から様々

な生体内分子に対象を広げ、ミクロレベルからマク

ロレベルで動的に追跡することで新たな生体機能

の発見や病態の解明を行い、新しい画像バイオ

マーカーの確立や新しい治療戦略の開発など、基

礎医学から臨床医学まで広い領域で貢献すること

を目指している（図１）。

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室で

は、前述した最先端MRI、PET、同位体顕微鏡技術

を応用するとともに超解像共焦点顕微鏡やシート

型顕微鏡、マクロトームなどのイメージング技術を

組み合わせて疾患発症の分子機構を明らかにす

る。具体的には、マクロトームで作成した大型切片

の超解像共焦点顕微鏡による解析で、遺伝子変

異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造

の変化を検出する。さらに、疾患モデルマウスから患者検体まで透明

化による３D免疫染色も可能とするシート型顕微鏡も用いてイメージ

ング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イメージング技術に

よる解析を分子生物学的に応用展開するためには、主としてレー

ザーマイクロダイセクション法とシングルセルRNAseq技術を用いて

いる。本分野では、これらのイメージング技術と分子生物学的な技術

から、特に、自己免疫疾患を含む難治性の炎症性疾患発症の分子機

構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞機能イメージング分野

から世界に冠たるイメージング技術を開発し、その応用展開から疾

患発症機構のコンセプトを発信し、臨床において疾患の予防、治療に

用いることを目指している（図２）。

療養・就労両立医学研究分野
基盤教室 放射線治療学教室 連携教室 療養・就労両立医学教室
 血液内科学教室 協力組織 病院　腫瘍センター
 腫瘍内科学教室  病院　乳腺外科
 小児科学教室  病院　リハビリテーション科
 産婦人科学教室
 腎泌尿器外科学教室
 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 整形外科学教室
 公衆衛生学教室
 神経薬理学教室

欧米のメタアナリシスで、がん生存者は健康なコントロール群より

も失業しやすいことが示されており（失業率 33.8% : 15.2%、相対リ

スク; 1.47（95%信頼限界；1.21-1.55）（de Boer, et al.  JAMA 

2009）、我が国の厚労科研「がんの社会学」（主任研究者　山口健）

でも、がん患者の勤務者の34％が依頼退職、解雇され、自営業者の

13％が廃業していた（2004年）。2016年には、改正がん対策基本法

で、事業主の責務としてがん患者の雇用の継続等に配慮するよう努

めることが記載され（第8条）、事業場向きガイドラインが公表され、

医学教育モデル・コア・カリキュラムに、「患者の苦痛や不安感に配慮

しながら、就学・就労、育児・介護等との両立支援を含め患者と家族

に対して誠実で適切な支援を行える。」ことが全人的実践的能力とし

て、学修目標に加えられた。2017年の働き方改革事項計画に「7. 病

気の治療と仕事の両立」が大きく明記された。

治療と仕事の両立支援の実際は、以下に示すような順番で進み、

医療機関、企業・産業医、両立支援コーディネーターが関係する。

① がん患者が両立支援を希望 ：患者から両立支援コーディネー

ターと企業へ 

② 企業/産業医から、保健医療機関へ勤務情報を提供  

③ 保険医療機関から、企業/産業医等へ意見書提出 

2020年から、①～③が成就されたことが確認された場合に国民健

康保険でカバーされることになった。しかし、③の意見書を的確に書

くための教育・研修・研究がなされておらず、政策が現場を置き去り

にして、先行している。

本分野では、日本全国のがん診療連携拠点病院が保健医療機関

として両立支援を始めるために必要な整備内容を検討するため、

2019年11月に本領域のリーダーである産業医科大学を見学・研修

し、同大学にならい、2020年5月より北海道大学病院腫瘍センターに

「就労・療養両立支援外来」を設置した（図１）。また、札幌医師会・北

海道労働保健管理協会の協力等を経て腫瘍センター内に医師数名

と両立支援コーディネーターの研修を受講した看護師１名・社会福

祉士３名とで「就労・療養両立支援チーム」を立ち上げた。会社から

の情報をもとに治療中に仕事をする上で配慮してほしいことを会社

の産業医等に伝え、主治医に仕事との両立を配慮して治療計画を立

てるための情報提供やアドバイスをできる体制を整えた。

また、今後、申請者と予定教員は、厚生労働省、日本医師会、関連す

る企業などとの相談を進め、オールジャパン規模の研究教育診療体

制を構築し、行政への両立支援拠点病院の要件の提案などにより、

本医学研究院および病院が、同研究分野を牽引することを目指す予

定であったが、2020年2月以降のCOVID-19のパンデミックにより、

その予定を変更し、

①がん治療の優劣を判断する指標として従来の生存率・安全性・

生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学的に比較すること、

②療養と就労の両立に関して、臨床医学・がん生物学・薬理学・放

射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要であることを、短

期間内で精査し、骨太の指針を打ち出すこととした。

図1

図2

図1　北海道大学病院の各科外来に設置されたポスター
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基盤教室　免疫・代謝内科学教室
連携教室　分子神経免疫学教室

本研究分野は分子・細胞レベルの機能イメージングを用いて分

子・細胞・組織機能を明らかにし、様々な生体機能や疾患病態を解明

することを目指して、令和２年度よりスタートした。

画像診断学教室では、MRIやPETを用いた分子イメージングとし

て、安定同位体や放射性同位体を用いて特定の分子をラベルし、分

子の局在や機能を画像化する研究に取り組んでいる。特に安定同位

体のイメージングではMRIと同位体顕微鏡を用いて様々な生体内分

子の局在や動態を解明することを目指しており、水分子のイメージン

グから研究を開始している。脳内の水動態は近年のトピックとなって

いるが、脳内のリンパ系としてglymphatic systemが提唱されており、

様々な老廃物の除去機構として注目を集めている。glymphatic 

systemの本態は脳脊髄液や細胞外液の水の動き

であるが、水分子そのものを長期間・高分解能で追

跡する技術がなかったため、リンパ系としての実際

の機能は明らかにはなっていない。我々は酸素の

安定同位体であるO-17やO-18を用いて水分子を

ラベルし、MRIではマクロレベルのイメージング、同

位体顕微鏡ではミクロレベルのイメージングを行

い、水分子そのものをトレーサーとして用いる手法

の確立を目指している。これらの手法を用いて正

常の水動態をまず理解し、次に細胞膜にある水分

子特異的なチャネルであるアクアポリンの機能を

明らかにし、さらにはアルツハイマー型認知症や筋

萎縮性側索硬化症などの神経変性疾患、多発性硬

化症などの発症と、glymphatic systemの関係の

詳細を明らかとする。将来的には水分子から様々

な生体内分子に対象を広げ、ミクロレベルからマク

ロレベルで動的に追跡することで新たな生体機能

の発見や病態の解明を行い、新しい画像バイオ

マーカーの確立や新しい治療戦略の開発など、基

礎医学から臨床医学まで広い領域で貢献すること

を目指している（図１）。

免疫・代謝内科学教室と分子神経免疫学教室で

は、前述した最先端MRI、PET、同位体顕微鏡技術

を応用するとともに超解像共焦点顕微鏡やシート

型顕微鏡、マクロトームなどのイメージング技術を

組み合わせて疾患発症の分子機構を明らかにす

る。具体的には、マクロトームで作成した大型切片

の超解像共焦点顕微鏡による解析で、遺伝子変

異、外部刺激に応じた細胞内の機能的な微小構造

の変化を検出する。さらに、疾患モデルマウスから患者検体まで透明

化による３D免疫染色も可能とするシート型顕微鏡も用いてイメージ

ング解析も実施し、疾患の発症機構を解析する。イメージング技術に

よる解析を分子生物学的に応用展開するためには、主としてレー

ザーマイクロダイセクション法とシングルセルRNAseq技術を用いて

いる。本分野では、これらのイメージング技術と分子生物学的な技術

から、特に、自己免疫疾患を含む難治性の炎症性疾患発症の分子機

構を明らかにする。将来的には、本分子・細胞機能イメージング分野

から世界に冠たるイメージング技術を開発し、その応用展開から疾

患発症機構のコンセプトを発信し、臨床において疾患の予防、治療に

用いることを目指している（図２）。

療養・就労両立医学研究分野
基盤教室 放射線治療学教室 連携教室 療養・就労両立医学教室
 血液内科学教室 協力組織 病院　腫瘍センター
 腫瘍内科学教室  病院　乳腺外科
 小児科学教室  病院　リハビリテーション科
 産婦人科学教室
 腎泌尿器外科学教室
 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 整形外科学教室
 公衆衛生学教室
 神経薬理学教室

欧米のメタアナリシスで、がん生存者は健康なコントロール群より

も失業しやすいことが示されており（失業率 33.8% : 15.2%、相対リ

スク; 1.47（95%信頼限界；1.21-1.55）（de Boer, et al.  JAMA 

2009）、我が国の厚労科研「がんの社会学」（主任研究者　山口健）

でも、がん患者の勤務者の34％が依頼退職、解雇され、自営業者の

13％が廃業していた（2004年）。2016年には、改正がん対策基本法

で、事業主の責務としてがん患者の雇用の継続等に配慮するよう努

めることが記載され（第8条）、事業場向きガイドラインが公表され、

医学教育モデル・コア・カリキュラムに、「患者の苦痛や不安感に配慮

しながら、就学・就労、育児・介護等との両立支援を含め患者と家族

に対して誠実で適切な支援を行える。」ことが全人的実践的能力とし

て、学修目標に加えられた。2017年の働き方改革事項計画に「7. 病

気の治療と仕事の両立」が大きく明記された。

治療と仕事の両立支援の実際は、以下に示すような順番で進み、

医療機関、企業・産業医、両立支援コーディネーターが関係する。

① がん患者が両立支援を希望 ：患者から両立支援コーディネー

ターと企業へ 

② 企業/産業医から、保健医療機関へ勤務情報を提供  

③ 保険医療機関から、企業/産業医等へ意見書提出 

2020年から、①～③が成就されたことが確認された場合に国民健

康保険でカバーされることになった。しかし、③の意見書を的確に書

くための教育・研修・研究がなされておらず、政策が現場を置き去り

にして、先行している。

本分野では、日本全国のがん診療連携拠点病院が保健医療機関

として両立支援を始めるために必要な整備内容を検討するため、

2019年11月に本領域のリーダーである産業医科大学を見学・研修

し、同大学にならい、2020年5月より北海道大学病院腫瘍センターに

「就労・療養両立支援外来」を設置した（図１）。また、札幌医師会・北

海道労働保健管理協会の協力等を経て腫瘍センター内に医師数名

と両立支援コーディネーターの研修を受講した看護師１名・社会福

祉士３名とで「就労・療養両立支援チーム」を立ち上げた。会社から

の情報をもとに治療中に仕事をする上で配慮してほしいことを会社

の産業医等に伝え、主治医に仕事との両立を配慮して治療計画を立

てるための情報提供やアドバイスをできる体制を整えた。

また、今後、申請者と予定教員は、厚生労働省、日本医師会、関連す

る企業などとの相談を進め、オールジャパン規模の研究教育診療体

制を構築し、行政への両立支援拠点病院の要件の提案などにより、

本医学研究院および病院が、同研究分野を牽引することを目指す予

定であったが、2020年2月以降のCOVID-19のパンデミックにより、

その予定を変更し、

①がん治療の優劣を判断する指標として従来の生存率・安全性・

生活の質（QOL）等に加えて経済毒性（FT）を科学的に比較すること、

②療養と就労の両立に関して、臨床医学・がん生物学・薬理学・放

射線生物学・社会医学の点から科学的議論が必要であることを、短

期間内で精査し、骨太の指針を打ち出すこととした。
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図1　北海道大学病院の各科外来に設置されたポスター
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連携研究センターで展開されている主たる研究プロジェクトの概要

北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世

界トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の

組織として、平成26年４月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設置

された。GI-CoRE内には、研究領域ごとの活動拠点である「グローバ

ルステーション（GS）」を置き、各GSにおいて重点的に研究教育活動

を進めている。

GI-CoRE設置と同時期に設置された「量子医理工学グローバルス

テーション」は、設置期間が令和２年３月に満了となったが、これま

での成果が評価され、さらに機動力を高めるために令和２年４月に

医学研究院に定着化し、「医理工学グローバルセンター」を設置し、

「GI-CoRE協力拠点」の認定を受け、GI-CoREと連携しながら研究教

育活動を継続している。

GI-CoREの特色は以下の通りである。

1） GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内

外から世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内

関連分野の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教

育を推進。

2） 研究費等を重点的に配分。

3） 所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

4） 教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理

運営業務を免除。

5） 教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○以下の４つのグローバルステーションを設置。

1） ソフトマターグローバルステーション（平成28年4月設置）

2） ビッグデータ・サイバーセキュリティグローバルステーション

（平成28年4月設置） 

3） 北極域研究グローバルステーション（平成28年4月設置）

4） バイオサーフィス創薬グローバルステーション（令和元年度3

月設置）

  

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の

中核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

1） ソフトマターグローバルステーション…先端生命科学研究院

2） ビッグデータ･サイバーセキュリティグローバルステーション

…情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

3） 北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

4） バイオサーフィス創薬グローバルステーション…薬学研究院

○教員配置

1） 国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度

を活用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE 

に所属するが、実情に応じて関連部局等を兼務することがで

きる。

2） 学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員を

GI-CoRE に配置する。

○設置期間を満了したグローバルステーションは、関連部局等に定

着化し、GI-CoRE協力拠点の認定を受け、GI-CoREと連携しなが

ら研究教育活動を継続。令和２年４月現在、以下の３つの協力

拠点を認定

1） 医学研究院　医理工学グローバルセンター

2） 人獣共通感染症リサーチセンター　国際協働ユニット

3） 農学研究院　食水土資源グローバルセンター

＊GI-CoREホームページ

　https://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/

国際連携研究教育局（GI-CoRE）協力拠点

令和元年度連携研究センター業績
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分子・細胞イメージング分野
分野長　吉岡　充弘

再生医学・組織工学分野
分野長　田中　伸哉

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
画像診断学教室
 教　　授／工藤與亮
 准 教 授／志賀　哲
 助　　教／平田　健司

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教 　 授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 特任准教授／角家　健
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー

〔連携教室〕
機能画像科学教室
 教　　授／吉岡　充弘（兼）

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／小野寺　康仁
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 特任助教／半田　悠
 客員研究員／髙田　真吾

〔基盤教室〕
放射線医理工学教室
 教　　授／清水　伸一
 特任准教授／小橋　啓司
 特任助教／西岡　健太郎

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹
 講　　師／南　璡旼
　　 　　　（GI-CoRE）

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学部門
応用量子ビーム工学分野
 教　　授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子
 准 教 授／宮本　直樹

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室
 教　　授／白𡈽　博樹（兼）
 特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 助　　教／趙　文静
 助　　教／木村　尚史

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／横田　勲

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世
 教　　授／伊藤　陽一

令和元年度連携研究センター　構成員
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分子・細胞イメージング分野
核医学分野・応用分子画像科学分野・トレーサー情報分析学分野

第97回機能画像診断セミナー
Deep learning で何ができて何ができないのか 令和元年 7 月22日1

第98回機能画像診断セミナー
心臓サルコイドーシス及び心アミロイド-シスの画像診断 令和元年 8 月 5 日2

第99回機能画像診断セミナー
PETを活用した新しい放射線治療 令和元年 9 月18日3

第100回機能画像診断セミナー
Radio Theranosticsの現状と課題 令和元年11月11日4

公衆衛生学教室

医学統計学教室

人対象医学研究推進分野

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

公衆衛生学教室特別セミナー

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

令和元年5月22日

令和元年6月27日

令和元年7月18日

令和元年7月31日

令和 2年1月28日

１

２

３

４

５

病院臨床研究開発センター
臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

臨床研究セミナー

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

札幌

平成31年 4 月18日

令和元年 6 月13日

令和元年 8 月 7 日

令和元年 8 月30日

令和元年10月24日

令和元年11月27日

令和 2年 1 月16日

１

２

３

４

５

６

７

陽子線治療研究部門
The 7th GI-CoRE Medical Science and Engineering Symposium: FLASH, 
MBA & 4DRT 

GI-CoRE Summer School for Medical Physics / Radiation Biology

第14回北海道大学医学研究院連携研究センター研究成果発表会

札幌

札幌

札幌

令和元年8月18～19日

平成元年8月19～22日

令和元年11月6日

1

2

3

北海道大学病院　市民公開講座 札幌 令和元年10月 6 日１

研究セミナー「データベースを用いた臨床疫学研究の実際」開催

研究集会「第２回　臨床研究・疫学研究の統計的問題点の共有と解決法の模索」

札幌

札幌

令和 2年1月14日

令和 2年2月23日

１

２

ANNUAL REPORT 2019

第１4回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会

プログラム

1． センター長挨拶（13：25～13：30）

2． 各分野報告（13：30～15：45）

 （1） 光バイオイメージング分野 ： 座長　佐邊　壽孝（13：30～14：00）

  「代謝制御による不全心筋ミトコンドリア機能における治療法の開発」　　 　

    演者　髙田　真吾

 （2） 陽子線治療研究分野 ： 座長　西岡　健太郎（14：00～14：30）

  「深層学習を使用した新たな適応陽子線治療技術の開発」

    演者　野村　友祐

 （3） 人対象医学研究推進分野 ： 座長　玉腰　暁子（14：30～15：00）

  「非劣性試験における制限付き平均生存時間の性能比較」

    演者　横田　　勲

   ―  休憩（15分） ―

 （4） 再生医学・組織工学分野 ： 座長　岩崎　倫政（15：15～15：45）

  「HAp-DNゲル上での兎MSCの軟骨、骨分化シグナルの解析」

    演者　王　　　磊

3． 特別講演（15：45～16：30） ： 座長　白𡈽　博樹

  「マルチオミクスの生かし方─ゲノム情報と動的生命現象との直結に向けて─」

   演者　植田　充美（京都大学農学研究科　教授）

令和元年度　研究セミナー

〇連携研究センター全体

日　時　　令和元年11月6日（水）　13：25～16：30
場　所　　北海道大学医学部百年記念館
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

〇その他
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MBA & 4DRT 

GI-CoRE Summer School for Medical Physics / Radiation Biology

第14回北海道大学医学研究院連携研究センター研究成果発表会
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北海道大学病院　市民公開講座 札幌 令和元年10月 6 日１

研究セミナー「データベースを用いた臨床疫学研究の実際」開催

研究集会「第２回　臨床研究・疫学研究の統計的問題点の共有と解決法の模索」

札幌

札幌

令和 2年1月14日

令和 2年2月23日
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ANNUAL REPORT 2019

第１4回　北海道大学医学研究院連携研究センター
研究成果発表会

プログラム

1． センター長挨拶（13：25～13：30）

2． 各分野報告（13：30～15：45）

 （1） 光バイオイメージング分野 ： 座長　佐邊　壽孝（13：30～14：00）

  「代謝制御による不全心筋ミトコンドリア機能における治療法の開発」　　 　

    演者　髙田　真吾

 （2） 陽子線治療研究分野 ： 座長　西岡　健太郎（14：00～14：30）

  「深層学習を使用した新たな適応陽子線治療技術の開発」

    演者　野村　友祐

 （3） 人対象医学研究推進分野 ： 座長　玉腰　暁子（14：30～15：00）

  「非劣性試験における制限付き平均生存時間の性能比較」

    演者　横田　　勲

   ―  休憩（15分） ―

 （4） 再生医学・組織工学分野 ： 座長　岩崎　倫政（15：15～15：45）

  「HAp-DNゲル上での兎MSCの軟骨、骨分化シグナルの解析」

    演者　王　　　磊

3． 特別講演（15：45～16：30） ： 座長　白𡈽　博樹

  「マルチオミクスの生かし方─ゲノム情報と動的生命現象との直結に向けて─」

   演者　植田　充美（京都大学農学研究科　教授）

令和元年度　研究セミナー

〇連携研究センター全体

日　時　　令和元年11月6日（水）　13：25～16：30
場　所　　北海道大学医学部百年記念館
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

〇その他
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●画像診断学分野

英文原著論文
（1） Watanabe S, Inoue T, Okamoto S, Magota K, Takayanagi 

A, Sakakibara-Konishi J, Katoh N, Hirata K, Manabe O, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N, Shiga T：
Combination of FDG-PET and FMISO-PET as a treatment 
strategy for patients undergoing early-stage NSCLC 
stereotactic radiotherapy. EJNMMI Res. 2019 Dec 4;9
(1)：104.

（2） Furuya S, Naya M, Manabe O, Hirata K, Ohira H, Aikawa 
T, Koyanagawa K, Magota K, Tsujino I, Anzai T, Kuge Y, 
Oyama-Manabe N,  Kudo K,  Shiga T,  Tamaki  N：
18F-FMISO PET/CT detects hypoxic lesions of cardiac 
and extra-cardiac involvement in pat ients with 
sa rco idos i s . J  Nuc l  Ca rd io l  2019  Dec  9 .  Do i：
10.1007/s12350-019- 01976-6. [Epub ahead of print] 

（3） Kobayashi K, Manabe O, Hirata K, Yamaguchi S, 
Kobayashi H, Terasaka S, Toyonaga T, Furuya S, Magota 
K, Kuge Y, Kudo K, Shiga T, Tamaki N：Influence of the 
s c an  t ime  po i n t  when  a s s e s s i ng  hypox i a  i n  
18F-fluoromisonidazole PET：2 vs. 4 h.Eur J Nucl Med 
Mol Imaging. 2019 Nov 28. Doi：10.1007/s00259-019- 
04626-8. [Epub ahead of print] 

（4） Shimizu Y, Kudo K, Kameda H, Harada T, Fujima N, 
Toyonaga T, Tha KK, Shirato H：Prediction of Hypoxia in 
Brain Tumors Using a Multivariate Model Built from MR 
Imaging and 18F-Fluorodeoxyglucose Accumulation 
Data．Magn Reson Med Sci .  2019 Oct  15.  Doi：
10.2463/mrms. mp.2019-0049. [Epub ahead of print] 

（5） Morita R, Abo D, Sakuhara Y, Soyama T, Katoh N, 
Miyamoto N, Uchinami Y, Shimizu S, Shirato H, Kudo K：
Percutaneous insertion of hepatic fiducial true-spherical 
markers for real-time adaptive radiotherapy.Minim 
Invasive Ther Allied Technol．2019 Sep 13:1-10. Doi：
10.1080/13645706.2019.1663217. [Epub ahead of 
print]

（6） Fujima N, Shimizu Y, Yoshida D, Kano S, Mizumachi T, 
Homma A, Yasuda K, Onimaru R, Sakai O, Kudo K, 
Shirato H：Machine-Learning-Based Prediction of 
Treatment Outcomes Using MR Imaging-Derived 
Quantitative Tumor Information in Patients with 
Sinonasal Squamous Cell Carcinomas：A Preliminary 
Study．Can cers (Basel). 2019 Jun 10;11(6). pii：E800. 
Doi：10.3390/cancers11060800.  

（7） Manabe O, Ohira H, Hirata K, Hayashi S, Naya M, 
Tsujino I, Aikawa T, Koyanagawa K, Oyama-Manabe N, 
Tomiyama Y, Magota K, Yoshinaga K, Tamaki N：Use of 

18F-FDG PET/CT texture analysis to diagnose cardiac 

sarcoidosis. Eur J Nucl Med Mol Imaging. 2019 Jun;46
(6)：1240-1247. Doi：10.1007/s00259-018-4195-9. 
Epub 2018 Oct 16. 

（8） Manabe O, Kroenke M, Aikawa T, Murayama A, Naya M, 
Masuda A, Oyama-Manabe N, Hirata K, Watanabe S, 
Shiga T, Katoh C, Tamaki N：Volume-based glucose 
metabolic analysis of FDG PET/CT：The optimum 
threshold and conditions to suppress physiological 
myocardial uptake. J Nucl Cardiol. 2019 Jun;26(3)：
909-918. Doi：10. 1007/s12350-017-1122-6. Epub 
2017 Dec 14. 

（9） Watanabe S, Shiga T, Hirata K, Magota K, Okamoto S, 
Toyonaga T, Higashikawa K, Yasui H, Kobayashi J, 
Nishijima KI, Iseki K, Matsumoto H, Kuge Y, Tamaki N：
Biodistribution and radiation dosimetry of the novel 
hypoxia PET probe [(18)F]DiFA and comparison with 
[(18)F]FMISO. EJNMMI Res. 2019 Jul 5;9(1):60. 

（10） Kikuchi Y, Naya M, Oyama-Manabe N, Manabe O, 
Sugimori H, Kudo K, Kato F, Aikawa T, Tsutsui H, Tamaki 
N, Shirato H：Assessment of Coronary Flow Velocity 
Reserve in the Left Main Trunk Using Phase-contrast 
MR Imaging at 3T：Comparison with 15O-labeled Water 
Positron Emission Tomography．Magn Reson Med Sci．
2019 Apr 10;18(2)：134-141．Doi：10.2463/mrms．mp．
2018-0003．Epub 2018 Jul 26.

（11） Kato F, Kudo K, Yamashita H, Baba M, Shimizu A, 
Oyama-Manabe N, Kinoshita R, Li R,  Shirato H：
Predicting metastasis in clinically negative axillary 
lymph nodes with minimum apparent diffusion 
coefficient value in luminal A-like breast cancer．Breast 
Cancer．2019 Sep;26(5):628-636．doi：10.1007/ 
s12282-019-00969-0．Epub 2019 Apr 1. 

（12） Surmak AJ, Wong KP, Cole GB, Hirata K, Aabedi AA, 
Mirfendereski O, Mirfendereski P, Yu AS, Huang SC, 
Ringman JM, Liebeskind DS, Barrio JR：Probing 
Estrogen Sulfotransferase-Mediated Inflammation with 
[11C]-PiB in the Living Human Brain．J Alzheimers Dis．
2019 Dec 26.

（13） Miyata M, Kakeda S, Kudo K, Iwata S, Tanaka Y, Wang 
Y, Korogi Y：Evaluation of oxygen extraction fraction in 
sys temic  lupus  ery thematosus  pat ients  us ing  
quantitative susceptibility mapping.J Cereb Blood Flow 
M e t a b．20 1 9  A u g ; 3 9 ( 8 )：16 4 8 - 1 6 5 8．d o i：
10.1177/0271678X1876 4829．Epub 2018 Mar 16.

（14） Nishiyama Y, Kinuya S, Kato T, Kayano D, Sato S, 
Tashiro M, Tatsumi M, Hashimoto T, Baba S, Hirata K, 
Yoshimura M, Yoneyama H：Nuclear medicine practice 
in Japan：a report of the eighth nationwide survey in 
2017．Ann Nucl Med．2019 Jun 24. 

（15） Endo K, Takahata M, Sugimori H, Yamada S, Tadano S, 
Wang J, Todoh M, Ito YM, Takahashi D, Kudo K, Iwasaki 
N：Magnetic resonance imaging T1 and T2 mapping 

provide complementary information on the bone 
mineral density regarding cancellous bone strength in 
the femoral head of postmenopausal women with 
osteoarthritis.Clin Biomech (Bristol, Avon)．2019 
May;65:13-18. doi：10.1016/j.clinbiomech.2019. 
03.010．Epub 2019 Mar 20.

（16） Kawauchi K, Hirata K, Katoh C, Ichikawa S, Manabe O, 
Kobayashi K,  Watanabe S,  Furuya S ,  Shiga T：A 
convolutional neural network-based system to prevent 
patient misidentification in FDG-PET examinations.Sci 
Rep．2019 May 10;9(1)：7192．Doi：10.1038/s41598- 
019-43656-y. 

（17） Aoike S, Sugimori H, Fujima N, Suzuki Y, Shimizu Y, 
Suwa A, Ishizaka K, Kudo K：Three-dimensional Pseudo- 
continuous Arterial Spin-labeling Using Turbo-spin Echo 
with Pseudo-steady State Readout：A Comparison with 
Other Major Readout Methods.Magn Reson Med Sci．
2019 Apr 10;18(2):170-177．doi：10.2463/mrms.tn. 
2018-0031．Epub 2018 Oct 12. 

英文総説・ガイドライン
（総説）

和文論文・総説
（総説）
（1） 平田健司、真鍋治、志賀哲：臨床画像 2019;35(8): 909- 

917. PETに対するtexture解析 - 生物学的視点から臨床使
用における問題点まで ?

（2） 藤間憲幸、清水幸衣、工藤與亮：MRI 再入門 ─放射線科
医のためのマストアイテム─ Part 1、頭部 MRI：脳腫瘍と
脱髄・炎症疾患、画像診断 2月号（40巻2号）、180-190、
2020

（3） 工藤與亮：診断と治療社、2019、P156-157脳血管内治療
の進歩ブラッシュアップセミナー2018、（編集）坂井信幸、
江面正幸、松丸裕司、宮地茂、吉村伸一、PMAの最新情報

（4） 阿保大介、曽山武士、森田亮、吉野裕紀、工藤與亮：肝・胆・
膵 (0389-4991)79巻4号 Page769-778(2019.10) 、肝胆
膵の救急疾患とその最新の治療現場、肝胆膵領域疾患へ
の新しいmodality　腹部領域IVRでの先端可動型マイクロ
カテーテルの有用性(解説/特集)

（5） 阿保大介、中村透、曽山武士、森田亮、吉野裕紀、木村輔、
金谷本真、小泉富基、工藤與亮、平野聡：特集：膵癌に関連
する血管系IVR DP-CAR術前の血流改変術 Preoperative 
embolization in preparation for distal pancreatectomy 
with en bloc celiac axis resection. 日本血管造影・イン
ターベンショナルラジオロジー学会雑誌.  2018  33
(3):229-235

（6） 原田太以佑、工藤與亮：RadFan、株式会社メディカルアイ、
東京、2019、酸素の安定同位体17O標識水による脳血流
定量化、pg41-43

（7） 志村亮祐、高柳歩、志藤元泰、工藤與亮：医歯薬出版株式
会社 2019 Vol.28 No.3 P212-217、MRI diffusion- 

perfusion mismatch：虚血コアとペナンブラのイメージング
（8） 前田彰彦、工藤與亮、原田太以佑、亀田浩之、大野敬司、櫻

井勇斗、下平晴記、吉田秀俊、平博司：ISOTOPE NEWS 
No.765 (2019)10月号　P38-42、17O‒MRI による脳の画
像診断法

症例報告
（英文）

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K：Deep learning in radiology．The 2nd CMU-HU 

Joint Symposium, China Medical University Hospital, 台
中市, 2019.09.03

（2） Kudo K：Oxygen Extraction Fraction (OEF) using QSM in 
Patients．5th International Workshop on MRI Phase 
Contrast & Quantitative Susceptibility Mapping, Seoul, 
Korea, 2019.09.25-28

（3） Kudo K：QSM Analysis for the Early Diagnosis of 
Alzheimer’s Disease．ASFNR, San Francisco, USA, 
2019.11.09

（4） Kudo K：O-17 Imaging to Open the Next Door of 
Neuroscience. 4th ISMRM Japan Chapter, Chiba, Japan, 
2019.12.13

（国際学会：一般演題）
（1） Kato F、Kudo K、Yamashita H、Baba M、Shimizu A、

Manabe N、Shirato H：Evaluation of Axillary Lymph 
Node Status using Minimum ADC of Breast Lesions in 
Luminal A-like Cancer with Clinically Negative Nodes．
ARRS (American Roentgen Ray Society) annual meeting, 
Honolulu, USA, 2019.05.05-10

（2） Li X、Tha KK、Abiko K、Ahn S、Manabe O、Hattori N、
Urushibata Y、Kudo K、Shirato H：Distribution of Major 
Brain Metabolite Ratios in Adults: The Observations of 
Whole Brain Magnetic Resonance Spectroscopic 
Imaging Study. (Scientific poster) ．The 27th Annual 
Meet ing of  Internat ional  Society for  Magnet ic  
R e s on an c e  i n  Med i c i n e ,  Mon t r e a l ,  C a n ad a ,  
2019.05.11-16

（3） Hirata K、Furuya S、Huang SC、Manabe O、Magota K、
Kobayashi K、Watanabe S、Toyonaga T、Tamaki N、Shiga 
T：A semi-automated method to separate tumor from 
physiological uptakes on FDG PET-CT for efficient 
generation of training data targeting deep learning．The 
66th Annual Meet ing of the Society of Nuclear 
Medicine, Anaheim, USA, 2019.6.22-25

（4） Manabe O、Koyanagawa K、Hirata K、Aikawa T、Ohira H、
Oyama-Manabe N、Furuya S、Naya M、Tsujino I、Tamaki 
N：Texture feature by FDG PET can predict events of 
cardiac sarcoidosis．The 66th Annual Meeting of the 

Soc i e ty  o f  Nuc l ea r  Med i c ine ,  Anahe im ,  USA ,  
2019.6.22-25

（5） Furuya S、Manabe O、Ohira H、Naya M、Aikawa T、
Koyanagawa K、Hirata K、Tsujino I、Oyama-Manabe N、
Kuge Y、Shiga T：FMISO-PET/CT detects hypoxia lesions 
in cardiac and extra-cardiac sarcoidosis SNMMI．The 
66th Annual Meet ing of the Society of Nuclear 
Medicine, Anaheim, USA, 2019.6.22-25

（6） Furuya S、Kawauchi K、Hirata K、Katoh C、Ichikawa S、
Manabe O、Kobayashi K、Watanabe S、Shiga T：A 
convolutional neural network-based system to detect 
malignant findings in FDG-PET/CT SNMMI (Poster 
session)．The 66th Annual Meeting of the Society of 
Nuclear Medicine, Anaheim, USA, 2019.6.22-25

（7） Furuya S、Kawauchi K、Hirata K、Katoh C、Ichikawa S、
Manabe O、Kobayashi K、Watanabe S、Shiga T：Can 
Convolutional Neural Network (CNN) detect the location 
of malignant uptake on FDG PET-CT? (Oral session)．The 
66th Annual Meet ing of the Society of Nuclear 
Medicine, Anaheim, USA, 2019.6.22-25

（8） Tsuneta S、Oyama-Manabe N、Sasaki T、Kameda H、
Harada T、Kato F、Kudo K：Comparison of the effect of 
4-dimensional similarity filter and conventional 
3-dimensional hybrid iterative reconstruction on image 
quality of dynamic CT perfusion images for evaluation 
of myocardial ischemia．SCCT2019 14th annual 
scientific meeting, Baltimore, USA, 2019.7.11-14

（9） Kudo K、Sato R、Yamaguchi A、Udo N、Matsushima M、
Yabe I、Sasaki M、Harada M、Matsukawa N、Shirai T、
Kawata Y、Ochi H、Bito Y：A Multicenter Study of the 
Correlation between the Quantitative Susceptibility 
Mapping (QSM) of Magnetic Resonance Imaging (MRI) 
and Amyloid Positron Emission Tomography (PET)．
AAIC  (A l zhe imer ' s  Assoc i a t i on  In te rna t iona l  
Conference), Los Angeles, USA, 2019.7.12

（10） Yoshikawa M、Kudo K、Harada T、Ogawa K、Fujiwara T、
Nishida M、Sato R、Shirai T、Bito Y：Texture information 
from MRI-based liver quantitative susceptibility 
mapping：comparison with ultrasound transient 
elastography and fat fract ion．5th Internat ional 
Workshop on MRI Phase Contrast & Quantitative 
Susceptibility Mapping, Seoul, Korea, 2019.09.25-28

（11） Kameda H、Komaki Y、Kudo K：Indirect Proton MRI with 
17O-labeled Water Can Detect Blood-Spinal Cord 
Barrier Abnormalities in the Amyotrophic Lateral 
Sclerosis Mouse Model ．ISMRM JPC 2019, Chiba, 
Japan, 2019.12.13-14

（12） Kameda H、Kudo K：Detection of Metabolic Water 
Generated from 17O-O2and 17O-Labeled Glucose in 
Cultured Cells by Indirect Proton MRI ．ISMRM JPC 
2019, Chiba, Japan, 2019.12.13-14

（13） Hoshino Y、Kameda H、Harada T、Komaki Y、Ishikawa T、

Yasui M、Kudo K：Kinetics of O-17-labeled water in the 
bra in  parenchyma and  cerebrosp ina l  flu id  o f  
aquaporin-4-knockout mice on indirect MRI．ISMRM 
JPC 2019, Chiba, Japan, 2019.12.13-14

（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 平田健司：AIによるPETの画像診断と画像生成．第56回多

摩核医学技術検討会、東京都立川市、2019.06.04
（2） 平田健司：Deep learningで医用画像を解析する～ パート

1；Pythonをインストールしよう～．第63回 札幌核医学技
術研究会、札幌、2019.06.08

（3） 平田健司：Deep learningを用いた脳腫瘍画像診断．第25
回北海道脳腫瘍治療研究会、札幌、2019.06.29

（4） 平田健司：核医学でAI研究を始めるために知っておきたい
こと．第39回香川県核医学談話会、香川県高松、
2019.07.13

（5） 平田健司：核医学検査とdeep learning．第7回循環器イ
メージングを学ぶ会、札幌、019.07.19

（6） 平田健司：Deep learningで医用画像を解析する～ パート
2～簡単な問題を解きながらPythonの文法に慣れる．第
64回札幌核医学技術研究会、札幌、2019.08.03

（7） 平田健司：イメージングインタープリテーションセッション
「夜の学校」症例4回答者．PETサマーセミナー2019 in 福
島、福島、2019.08.23-25

（8） 工藤與亮：定量的磁化率マッピングによる認知症診断：脳
表解析による診断精度向上．第47回日本磁気共鳴医学会、
熊本、2019.09.19-21

（9） 工藤與亮：MRI-QSM画像での鉄沈着解析による認知症早
期診断．第9回日本認知症予防学会、名古屋、2019.10.18

（10） 平田健司：Use of AI to prevent patient misidentification 
and other adverse incidents、日中核医学交流会「医療安
全とAI」．第59回核医学会総会、松山、2019.11.01-03

（11） 工藤與亮：MRI-QSMによるアルツハイマー病診断．第38
回日本認知症学会、東京、2019.11.07

（12） 工藤與亮：O17標識水による水動態MRI．第27回鹿児島画
像診断カンファレンス、鹿児島、2019.11.22

（13） 工藤與亮：中枢神経・画像診断の３つのポイント．
Japanese Seminar in RSNA 2019、シカゴ、2019.12.01

（14） 工藤與亮：脳と体幹部のQSM解析．GE Heal thcare  
Seminar、弘前、2019.12.10

（15） 工藤與亮：CT・MR灌流画像による虚血ペナンブライメージ
ング．第22回低侵襲画像診断・治療研究会、名古屋、
2019.12.20

（16） 工藤與亮：QSMとO-17水によるアルツハイマー病早期診
断MR I．第2 4回岐阜放射線医学セミナー、岐阜、
2019.01.10

（17） 工藤與亮：造影ダイナミックCT・MR灌流画像の変遷と最新
情報．宮崎MRI研究会、宮崎、2020.01.25

（18） 工藤與亮：造影ダイナミックCT・MR灌流画像の歴史と最新
の話題．北海道MRI画像研究会、札幌、2020.02.07

（国内学会総会：一般演題）

令和元年度　研究業績

分子・細胞イメージング部門

ANNUAL REPORT 2019

（1） 加藤扶美、真鍋徳子、亀田浩之、馬詰武、森川守、長和俊、
工藤與亮：胎児MRI：胸腹部疾患について．第77回日本医
学放射線学会総会、横浜、2019.04.11-14

（2） 平田健司、川内敬介、加藤千恵次、真鍋治、小林健太郎、渡
邊史郎、古家翔、志賀哲：患者取り違え事故防止を目指し
た．AIシステムの開発，第14回日本分子イメージング学会、
札幌、2019.05.23-24

（3） 古家翔、真鍋治、大平洋、納谷昌直、相川忠夫、小梁川和
弘、辻野一三、平田健司、真鍋-大山徳子、志賀哲：
18F-FMISO PET/CT detects hypoxic lesions in cardiac 
and extra-cardiac thoracic involvement in patients with 
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（4） 角家健：米国における基礎研究－神経再生研究を通じて
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（5） 河村太介、松井雄一郎、岩崎倫政：橈骨短縮骨切り術の長
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L, Homan K, Kawasaki T, Iwasaki N: The selective 
removal method of undifferentiated iPS cells using 
specific antibody for cartilage regenerative medicine. 
The 15th World Congress of International Chemical 
Reference Substances (ICRS), Vancouver, 2019. 10.

（41） Tian Y, Onodera T, Terkawi M.A, Iwasaki K, Hishimura 
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administration of low-dose NGF antibody reduced pain 
in rat osteoarthritis model. The 15th World Congress of 
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Alumina Ceramic Total Talar Prosthesis. 7th Triennial 
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2019. 10.

（44） Onodera T, Matsuoka M, Iwasaki K, Matsubara S, Goto 
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（45） Kadoya K, Suda K, Sakai H, Matsumoto S, Komatsu M, 
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critical factor for segmental motor recovery after severe 
cervical spinal cord injury: Analysis of complete 
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International Spinal Cord Society Annual Scientific 
Meeting, Nice, 2019. 11.

（46） Suzuki Y, Kadoya K, Endo T, Matsui Y, Rufei Y, Asano T, 
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Immune Regulation Meeting. Davos, 2019. 4. 
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（51） Kida H, Terkawi MA, Matsumae G, Ebata T, Tian Y, 
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国際学会発表
（1） Sabe H. Pancreatic KRAS/TP53 oncogenes promote 

immune evasion via activating eIF4A/4E-dependent 
translation and protein prenylation. The 38th Sapporo 
International Cancer Symposium, Sapporo, 2019.7
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Kinugawa S. Linoleic acid improves assembly of the 
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mitochondrial oxidative phosphorylation system in 
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

研究拠点形成費等補助金「多様な新ニー
ズに対応する「がん専門医療人材（がんプ
ロフェッショナル）養成プラン）」

研究拠点形成費補助金・卓越大学院プロ
グラム事業費

橋渡し研究戦略的推進プログラム

科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシ
ティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」
未来価値創造人材育成プログラム・超ス
マート社会の実現に向けたデータサイエ
ンティスト育成事業

白𡈽　博樹

佐邊　壽孝

角家　　健

趙　　文静

横田　　勲

文部科学省

文部科学省

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

文部科学省

文部科学省

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

One Healthフロンティア卓越大学院プロ
グラム

橋渡し研究_A141_血液脳脊髄関門に注目した
既存薬の応用による中枢神経保護薬の開発

2019年度前期・後期「研究活動とライフイ
ベントの両立のための補助人材支援」
産・官・学・地域連携型のデータサイエン
ティスト育成事業～実社会のデータに基づ
く課題解決が養成する実践的な展開力～

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

難治性疾患等実用化研究事業

難治性疾患等実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

共同研究

受託研究

受託研究

臨床研究・治験推進研究事業

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
実用化研究事業

共同研究

共同研究

COIプログラム（JST)

玉腰　暁子

白𡈽　博樹

角家　　健

岩崎　倫政

岩崎　倫政

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

田中　伸哉
（分担者）

田中　伸哉

玉腰　暁子

玉腰　暁子

工藤　與亮

工藤　與亮
（分担者）

工藤　與亮

工藤　與亮

平田　健司

中札内村

株式会社日立製作所

株式会社日立
ハイテクノロジーズ

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

持田製薬株式会社

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（新潟大学）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（九州大学）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（北海道大学）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（北海道大学）
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（北海道大学）

株式会社常光

AMED

AMED

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立循環器病研究センター）

株式会社日立製作所

富士フイルム
メディカル株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証 
次世代型高精度粒子線治療システムの研
究（１）

運動器先端医学分野

膝関節機能再建分野

バイオマテリアル機能再生分野

重症薬疹における特異的細胞死誘導受容
体をターゲットにした新規治療薬開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎
症制御に基づく新たな心筋症治療の実用化

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

腫瘍血管・がん微小環境のネットワークの
解明と新規血管新生阻害療法の開発

脳腫瘍のためのISH診断キットの開発

「IoTセルフケアアプリを活用した高血圧
性疾患の重症化予防を目指した研究」

「多系統萎縮症の自然歴と新規バイオ
マーカー開発に関する研究」

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

急性期虚血性脳血管障害の非侵襲的画
像診断指針の提案

先進イメージングアプリケーションの研究

ソフトウェア機能評価

FDG PET 報告書のビックデータ解析による画
像自動診断システムの開発をめざした研究
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令和元年度に受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

●受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的先端研究開発支援事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

先進的医療機器・システム等技術開発事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

先進的医療機器・システム等技術開発事業

長寿・障害総合研究事業障害者対策
総合研究開発事業

臨床研究・治験推進研究事業

産業標準化推進事業委託費
戦略的国際標準化加速事業
政府戦略分野に係る国際標準開発活動

COIプログラム（JST)

COIプログラム（JST)

COIプログラム（JST)

国立がん研究センター研究開発費

受託研究

共同研究

共同研究

津田真寿美
（分担者）

白𡈽　博樹
（分担者）

角家　　健

清水　伸一

清水　伸一

清水　伸一
（分担者）

清水　伸一
（分担者）

清水　伸一
（分担者）

横田　　勲
（分担者）

横田　　勲
（分担者）

白𡈽　博樹

玉腰　暁子

趙　　文静

木村　尚史

清水　伸一

横田　　勲

岩崎　倫政

岩崎　倫政

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（筑波大学）

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（株式会社日立製作所）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（京都大学）

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（京都大学）
経済産業省

（株式会社三菱総合研究所）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
国立がん研究センター

日本メジフィジックス
株式会社

社会医療法人 北斗 
北斗病院

持田製薬株式会社

革新的がん遺伝子機能解析法によるプレ
シジョンメディシンの実現

頭頸部扁平上皮癌に対する強度変調陽子線治
療の実用化に向けた技術開発と有効性検証

末梢神経の軸索再生を支える細胞機構と
接着因子の解明
動体追跡技術を発展させ、がん標的の3次元的
形状と位置の時間的変化を把握する実体適合
陽子線治療(Real-world Adaptive Proton 
Beam Therapy)システムの非臨床POC取得
量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェ
リー）における治療術中の迅速な判断・決定 を
支援するための診断支援機器・システム開発

切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療と
外科的切除の非ランダム化同時対照試験
局所限局性前立腺癌中リスク症例に対する陽
子線治療の多施設共同臨床試験と局所限局性
前立腺癌に対する強度変調放射線治療の多施
設前向き観察研究　

超低侵襲リアルタイムアダプティブ（RA）
放射線治療の実現

食事評価・労働効率換算表を用いた身体障
害者の労働生産性、就労支援創出の研究

京都大学大学院における臨床統計家育成のため
の教育カリキュラムの標準化のための研究開発

低侵襲放射線治療のケアコーディネー
ション装置に関する国際標準化

COI拠点「食と健康の達人」拠点

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH31W19）

COI 拠点「食と健康の達人」拠点（若手ファ
ンド）

陽子線治療の高精度技術の標準化とその
評価方法確立

新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究

下肢運動器疾患に関する基礎的および臨
床的研究

骨髄穿刺濃縮細胞（BMAC）と高純度アル
ギン酸ゲル併用における軟骨再生研究

年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

31

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

田中　伸哉

佐邊　壽孝

清水　伸一

小野寺康仁

高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラ
ミングと治療薬開発基盤の創出

上皮integrity維持機構多様性の生物学的
意義の解明

微小空間画像による極低侵襲・マーカーレ
ス実時間画像誘導放射線治療技法の開発

腫瘍内の代謝微小環境が放射線耐性を
誘導するメカニズムの解析

●文部科学省科学研究費補助金
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

研究拠点形成費等補助金「多様な新ニー
ズに対応する「がん専門医療人材（がんプ
ロフェッショナル）養成プラン）」

研究拠点形成費補助金・卓越大学院プロ
グラム事業費

橋渡し研究戦略的推進プログラム

科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシ
ティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」
未来価値創造人材育成プログラム・超ス
マート社会の実現に向けたデータサイエ
ンティスト育成事業

白𡈽　博樹

佐邊　壽孝

角家　　健

趙　　文静

横田　　勲

文部科学省

文部科学省

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

文部科学省

文部科学省

人と医を紡ぐ北海道がん医療人養成プラン

One Healthフロンティア卓越大学院プロ
グラム

橋渡し研究_A141_血液脳脊髄関門に注目した
既存薬の応用による中枢神経保護薬の開発

2019年度前期・後期「研究活動とライフイ
ベントの両立のための補助人材支援」
産・官・学・地域連携型のデータサイエン
ティスト育成事業～実社会のデータに基づ
く課題解決が養成する実践的な展開力～

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

難治性疾患等実用化研究事業

難治性疾患等実用化研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

臨床研究・治験推進研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

共同研究

受託研究

受託研究

臨床研究・治験推進研究事業

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
実用化研究事業

共同研究

共同研究

COIプログラム（JST)

玉腰　暁子

白𡈽　博樹

角家　　健

岩崎　倫政

岩崎　倫政

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

荒戸　照世
（分担者）

田中　伸哉
（分担者）

田中　伸哉

玉腰　暁子

玉腰　暁子

工藤　與亮

工藤　與亮
（分担者）

工藤　與亮

工藤　與亮

平田　健司

中札内村

株式会社日立製作所

株式会社日立
ハイテクノロジーズ

オリンパステルモバイオ
マテリアル株式会社

持田製薬株式会社

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

（新潟大学）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（九州大学）

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（北海道大学）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（北海道大学）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（北海道大学）

株式会社常光

AMED

AMED

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（国立循環器病研究センター）

株式会社日立製作所

富士フイルム
メディカル株式会社

国立研究開発法人
科学技術振興機構

栄養改善事業（中札内村七色献立プロ
ジェクト）の効果検証 
次世代型高精度粒子線治療システムの研
究（１）

運動器先端医学分野

膝関節機能再建分野

バイオマテリアル機能再生分野

重症薬疹における特異的細胞死誘導受容
体をターゲットにした新規治療薬開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎
症制御に基づく新たな心筋症治療の実用化

HER2陽性再発転移の唾液腺癌に対する
個別化治療の開発

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

腫瘍血管・がん微小環境のネットワークの
解明と新規血管新生阻害療法の開発

脳腫瘍のためのISH診断キットの開発

「IoTセルフケアアプリを活用した高血圧
性疾患の重症化予防を目指した研究」

「多系統萎縮症の自然歴と新規バイオ
マーカー開発に関する研究」

酸素の安定同位体O-17を用いた次世代
MRI検査法の開発

急性期虚血性脳血管障害の非侵襲的画
像診断指針の提案

先進イメージングアプリケーションの研究

ソフトウェア機能評価

FDG PET 報告書のビックデータ解析による画
像自動診断システムの開発をめざした研究

ANNUAL REPORT 2019

令和元年度に受け入れのあった資金
●学内・学外共同プロジェクト

●受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的先端研究開発支援事業

橋渡し研究戦略的推進プログラム

先進的医療機器・システム等技術開発事業

革新的がん医療実用化研究事業

革新的がん医療実用化研究事業

先進的医療機器・システム等技術開発事業

長寿・障害総合研究事業障害者対策
総合研究開発事業

臨床研究・治験推進研究事業

産業標準化推進事業委託費
戦略的国際標準化加速事業
政府戦略分野に係る国際標準開発活動

COIプログラム（JST)

COIプログラム（JST)

COIプログラム（JST)

国立がん研究センター研究開発費

受託研究

共同研究

共同研究

津田真寿美
（分担者）

白𡈽　博樹
（分担者）

角家　　健

清水　伸一

清水　伸一

清水　伸一
（分担者）

清水　伸一
（分担者）

清水　伸一
（分担者）

横田　　勲
（分担者）

横田　　勲
（分担者）

白𡈽　博樹

玉腰　暁子

趙　　文静

木村　尚史

清水　伸一

横田　　勲

岩崎　倫政

岩崎　倫政

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（国立がん研究センター）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（筑波大学）

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（株式会社日立製作所）
国立研究開発法人

日本医療研究開発機構
（京都大学）

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構
（京都大学）
経済産業省

（株式会社三菱総合研究所）

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
科学技術振興機構

国立研究開発法人
国立がん研究センター

日本メジフィジックス
株式会社

社会医療法人 北斗 
北斗病院

持田製薬株式会社

革新的がん遺伝子機能解析法によるプレ
シジョンメディシンの実現

頭頸部扁平上皮癌に対する強度変調陽子線治
療の実用化に向けた技術開発と有効性検証

末梢神経の軸索再生を支える細胞機構と
接着因子の解明
動体追跡技術を発展させ、がん標的の3次元的
形状と位置の時間的変化を把握する実体適合
陽子線治療(Real-world Adaptive Proton 
Beam Therapy)システムの非臨床POC取得
量子線手術（クオンタム・ビーム・サージェ
リー）における治療術中の迅速な判断・決定 を
支援するための診断支援機器・システム開発

切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療と
外科的切除の非ランダム化同時対照試験
局所限局性前立腺癌中リスク症例に対する陽
子線治療の多施設共同臨床試験と局所限局性
前立腺癌に対する強度変調放射線治療の多施
設前向き観察研究　

超低侵襲リアルタイムアダプティブ（RA）
放射線治療の実現

食事評価・労働効率換算表を用いた身体障
害者の労働生産性、就労支援創出の研究

京都大学大学院における臨床統計家育成のため
の教育カリキュラムの標準化のための研究開発

低侵襲放射線治療のケアコーディネー
ション装置に関する国際標準化

COI拠点「食と健康の達人」拠点

COI拠点「食と健康の達人」拠点（若手連
携研究ファンドH31W19）

COI 拠点「食と健康の達人」拠点（若手ファ
ンド）

陽子線治療の高精度技術の標準化とその
評価方法確立

新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究

下肢運動器疾患に関する基礎的および臨
床的研究

骨髄穿刺濃縮細胞（BMAC）と高純度アル
ギン酸ゲル併用における軟骨再生研究

年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

31

基盤研究（A）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

田中　伸哉

佐邊　壽孝

清水　伸一

小野寺康仁

高機能ゲルによるがん幹細胞リプログラ
ミングと治療薬開発基盤の創出

上皮integrity維持機構多様性の生物学的
意義の解明

微小空間画像による極低侵襲・マーカーレ
ス実時間画像誘導放射線治療技法の開発

腫瘍内の代謝微小環境が放射線耐性を
誘導するメカニズムの解析

●文部科学省科学研究費補助金
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年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

挑戦的研究（開拓）

挑戦的研究（萌芽）

研究活動スタート支援

基盤研究（B）

若手研究

基盤研究（C）

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究代表者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

橋本　あり

角家　　健

テルカウィアラー

津田真寿美

玉腰　暁子

岩崎　倫政

半田　　悠

白𡈽　博樹

西岡健太郎

横田　　勲

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

工藤　與亮

工藤　與亮

工藤　與亮

平田　健司

進行癌におけるArf6経路を介した免疫
チェックポイントPD-L1の制御機構の解明

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷で
の神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する
新規治療法の開発

癌の転移先臓器決定と覚醒におけるCrk
およびExosomeの機能解析

ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能
に影響する歩行パラメータと修飾要因の検討

培養細胞上の糖鎖抗原変化と自家細胞移
植における免疫応答発生機序の解明

上皮間葉転換(EMT)に伴うOXPHOS活性
亢進機序の解明

陽子線CT搭載型ヘリウム・陽子線混合治
療装置と免疫賦活照射法の研究開発

人工知能を用いて管腔臓器の位置および
形状を予測・追跡する技術の開発

マルチプレックスRT-PCR法による包括的
な体液の識別検査法の開発

コホート・生体試料支援プラットフォーム
研究課題

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の
生活習慣や健康状態におよぼす影響の解明

地域における客観的な評価による日常の
身体活動量と医療費に関する研究

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類
の解明

O-17酸素MRIによる細胞内代謝の仮視化

拡散・灌流・磁化率MRIの統合による多角
的無侵襲脳循環代謝イメージングの確立

マイクロカテーテルのカニュレーション難易
度解明と科学的トレーニングシステムの開発

高分解能PET装置を用いた冠動脈プラーク炎
症病変の可視化と心筋梗塞発症の機序解明

年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
総合研究事業

労働安全衛生総合研究事業

がん対策推進総合研究事業

分担者

分担者

分担者

玉腰　暁子

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび
集団のリスク評価ツールの開発を目的とした
大規模コホート共同研究

中小企業等における治療と仕事の両立支
援の取り組み促進のための研究

がん治療における緩和的放射線治療の評
価と普及啓発のための研究

●厚生労働科学研究費補助金（分担者分）

規　　定
RESEARCH CENTER FOR COOPERATIVE PROJECTS
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年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

31

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

基盤研究（C）

挑戦的研究（開拓）

挑戦的研究（萌芽）

研究活動スタート支援

基盤研究（B）

若手研究

基盤研究（C）

新学術領域研究

基盤研究（B）

基盤研究（C）

挑戦的研究（萌芽）

基盤研究（B）

基盤研究（B）

基盤研究（C）

基盤研究（B）

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究代表者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

研究代表者

研究分担者

研究分担者

研究分担者

橋本　あり

角家　　健

テルカウィアラー

津田真寿美

玉腰　暁子

岩崎　倫政

半田　　悠

白𡈽　博樹

西岡健太郎

横田　　勲

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

玉腰　暁子

工藤　與亮

工藤　與亮

工藤　與亮

平田　健司

進行癌におけるArf6経路を介した免疫
チェックポイントPD-L1の制御機構の解明

神経幹細胞移植による慢性期脊髄損傷で
の神経回路再形成

人工股関節置換術後の骨溶解を制御する
新規治療法の開発

癌の転移先臓器決定と覚醒におけるCrk
およびExosomeの機能解析

ウエアラブル端末を用いた高齢者の認知機能
に影響する歩行パラメータと修飾要因の検討

培養細胞上の糖鎖抗原変化と自家細胞移
植における免疫応答発生機序の解明

上皮間葉転換(EMT)に伴うOXPHOS活性
亢進機序の解明

陽子線CT搭載型ヘリウム・陽子線混合治
療装置と免疫賦活照射法の研究開発

人工知能を用いて管腔臓器の位置および
形状を予測・追跡する技術の開発

マルチプレックスRT-PCR法による包括的
な体液の識別検査法の開発

コホート・生体試料支援プラットフォーム
研究課題

冬季積雪寒冷地の自宅住環境が高齢者の
生活習慣や健康状態におよぼす影響の解明

地域における客観的な評価による日常の
身体活動量と医療費に関する研究

転倒に影響する高齢者の社会参加の種類
の解明

O-17酸素MRIによる細胞内代謝の仮視化

拡散・灌流・磁化率MRIの統合による多角
的無侵襲脳循環代謝イメージングの確立

マイクロカテーテルのカニュレーション難易
度解明と科学的トレーニングシステムの開発

高分解能PET装置を用いた冠動脈プラーク炎
症病変の可視化と心筋梗塞発症の機序解明

年度 制度名 課題名 役割研究者名

31

31

31

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
総合研究事業

労働安全衛生総合研究事業

がん対策推進総合研究事業

分担者

分担者

分担者

玉腰　暁子

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび
集団のリスク評価ツールの開発を目的とした
大規模コホート共同研究

中小企業等における治療と仕事の両立支
援の取り組み促進のための研究

がん治療における緩和的放射線治療の評
価と普及啓発のための研究

●厚生労働科学研究費補助金（分担者分）

規　　定
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運　営委員会（以下「運営委員会」とい

う。）を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７  運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

　（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

　（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な　事項は、運営委員会の議を経

て、センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。
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